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七宝小学校 学校運営の評価・反省

あま市立七宝小学校
校長 木全 孝

１ 自己評価の実施体制
（１）方針

教職員、保護者、児童を対象に学校づくりアンケートを行い、結果の一部を公表するととも
に、その結果考察をもとに学校運営の改善を図る。

（２）組織・実施計画

① 校長 教頭 特別委員会（運営委員会）でアンケート内容検討 ＜12月＞
② 職員会でアンケート内容決定＜12月＞ → アンケート実施

③ 特別委員会（運営委員会）で結果分析・考察、改善策検討 ＜２月＞
④ 職員会で共通理解 → 学校運営協議会＜２月＞ ホームページで公表＜３月＞

（３）対象 ①教職員；全職員（記名）
②児童；３・４・５・６年 学年のみ記入

③保護者；全保護者（記名） 全児童について学年のみ記入
回答の指標 「Ａ あてはまる」「Ｂ ややあてはまる」「Ｃ あまりあてはまらない」

「Ｄ あてはまらない」

２ 評価結果（別紙「教育活動アンケート結果と達成状況」参照）

各評価項目について、「Ａ あてはまる」と「Ｂ ややあてはまる」という肯定的な回答の割
合を合計し、全体に対する割合で判定し、分析していくことにした。

Ａ 肯定的な回答の割合が全体の８０%以上
Ｂ 肯定的な回答の割合が全体の７０%以上８０%未満

Ｃ 肯定的な回答の割合が全体の６０%以上７０%未満

Ｄ 肯定的な回答の割合が全体の６０%未満

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
①教職員による学校づくりアンケート(１６項目) １４ １ ０ １

②児童による学校づくりアンケート (１５項目) １１ ３ ０ １
③保護者による学校づくりアンケート(１６項目) １２ ４ ０ ０

３ 考察（三者の比較を中心に）

（１）全体的な傾向について
教職員・保護者・児童ともに概ね満足できるという結果である。教職員・児童では達成状

況がＣ、Ｄの項目が１つずつある。しかし、全般では、三者でＣ・Ｄが昨年度に引き続き２
つあり、項目も同じである。

（２）本年度の重点努力目標の達成状況について

ア 校内現職教育の推進
【教職員】個に応じた分かる授業を心がけ、学び合い 外部講師を招いて校内研修や

学習にも取り組んでいる。 100% 授業研究会を重ね、力量向上に
【児 童】学校の授業はわかりやすい。 95% 努めてきた。さらに研鑽を積み、

【保護者】授業が分かりやすいと言っている。 89% 授業力のある教職員集団をめざ
したい。

イ 児童理解の充実

【教職員】メール配信や電話・連絡帳などで、家庭との連絡を行っている。 100%
個々の児童をよく理解し、誠意をもって指導にあたっている。 100%

児童や保護者の相談には、誠意をもって対応している。 100%
個々の児童が大切にされ、認められる学校になっている。 100%

児童は楽しく充実した学校生活を送っている。 100%
いじめのない学級作りを積極的に進めている。 100%

【児 童】担任の先生は、自分のことをよくわかってくれる。 90%
おうちの人は、自分の学校の様子をよく知っている。 77%

学校の先生方は、自分ががんばったときよくほめてくれる。 89%
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困ったことがあったときは、相談できる先生がいる。 74%

毎日学校へ行くのが楽しい。 89%
友だちとなかよく生活している。 96%

【保護者】メール配信や電話・連絡帳などで、家庭との連絡は行われている。 95%
教職員は、個々の子どもをよく理解し、誠意をもって指導している。 96%

個々の子どものよさや努力が認められる学校となっている。 97%
子どもの学習や生活について、担任や他の教職員に気軽に相談できる。 89%

わが子は、毎日学校に行くのを楽しみにしている。 95%

わが子は、友だちとなかよく生活している。 98%
教職員・児童・保護者の三者とも昨年度よりも満足度が高くなっている。共通理解

のもと、全教職員で全児童を育てるという意識をもって取り組んできた成果が現れて
きている。

常に児童の心に寄り添い、何でも相談できる雰囲気づくりを学校全体で大切にする
とともに、真心を込めて人の話を聴くことを心がけていく。そして、日々の教育活動

において、報告・連絡・相談を確実に行い、小さなことを見逃さず指導できる教師集
団を目指したい。

ウ 子どもたちの環境整備

【教職員】児童が気持ちよく安心して学校生活が送れるよう環境を整えている。 96%
【児 童】教室やろうか、トイレをきれいに使っている。 98%

【保護者】学校は、子どもたちが楽しい学校生活を送るために校舎・校庭・教室などの
環境整備に努めている。 94%

保護者、教職員・児童とも一致して上昇している。児童が学ぶ環境をいかに整える
かが大切である。ＦＢＣ学校花壇、親子ふれあい除草作業などでは、自然に親しむと

ともに教職員と児童、保護者が一体となって環境作りに取り組んできた。次年度以降

も、改善点を出し合い学校全体で校内環境の整備を行っていきたい。
エ 地域社会の中の連携

【教職員】機会を捉えて学校の教育方針を分かりやすく伝えている。 96%
保護者が授業や学校行事を参観する機会をよく設けている。 100%

児童は、友だちや地域の人に進んで挨拶をしている。 56%
児童は、交通ルールをよく守っている。 89%

自主学習に取り組めるよう児童に積極的に働きかけている。 74%

家庭と協力して児童を育てる取組をしている。 92%
進んでお手伝いに取り組めるような働きかけをしている。 89%

【児 童】学校からのおたよりなどは、必ずおうちに人に見せている。 94%
おうちの人に、もっと学校での自分の様子を見てほしい。 59%

家族や友だち、地域の人に進んであいさつしている。 88%
交通ルールは、きちんと守っている。 97%

家で進んで勉強している。 83%

家でよく話している。 93%
家でお手伝いをしている。 75%

【保護者】学校は、機会を捉えて学校の教育方針を分かりやすく伝えている。 97%
学校は、保護者が授業や学校行事を参観する機会をよく設けている。 99%

わが子は、家族や友だち、地域の人に進んで挨拶できる。 74%
わが子は、交通ルールをよく守っている。 95%

家庭で、わが子は自主的に勉強している。 68%

家庭で、わが子はよく話している。 91%
家庭で、わが子に家庭内のお手伝いをさせている。 74%

児童の学校外の生活に対する教職員・児童・保護者の評価は昨年度と比べ大きな変
化はないが、挨拶に関する項目では、児童は昨年と変わらないが、教職員・保護者で

は評価が下がっている。家庭学習に関する項目は、児童の評価は上がっているが、教
職員・保護者の評価は若干下がっている。29年度も多くの方々に学校に入っていただ

き、学習支援ボランティアとして児童とともに学習を進めてきた。30年度も地域連携
をさらに推し進めるとともに学校の取組を積極的に発信し、学校に対するさらなる支

援･協力･理解を進めていく。
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４ 成果・課題と改善策

（１） 評価結果の活用
教職員・児童・保護者の三者で、微増減はあるものの、今年度評価が３％以上下がったの

は５項目（４５項目中）である。教職員・児童・保護者の三者ともに評価が減少した項目に
ついては、特に改善策を検討し次年度に生かしていきたい。また、新たな視点で学校教育を

見直したり、改善したり、新鮮な気持ちで児童や保護者に働きかけていくことの重要性を改
めて感じた。

児童や保護者の評価に関しては、否定的な回答や保護者の自由表記の内容を真摯に受け止

め、次年度の学校教育に生かすように心がけていきたい。そのためにも、懇談や教育相談の
場を大切にして話し合う、質問や意見に対して誠意をもって答えを示していく姿勢を心がけ

たい。
（２） 経営方針について

ア 教師の姿勢
「家庭と学校との連絡はきめ細かく行われている」「個々の児童をよく理解し、誠意をも

って指導している」「個々の子どものよさや努力が認められる学校となっている」「授業が
わかりやすい」の項目で肯定的な評価を得ていることから、教職員と児童・保護者の信頼関

係は概ね良好に築かれているといえる。誠実で、熱心、そして親身になって指導にあたる本

校の教職員集団のよさを損なうことなく、一人一人の力量向上のために、タイムリーな研修
を積むこと、授業研究で切磋琢磨することを計画的に進めたい。

イ 学級・学年経営
児童の学校生活の基盤は学級である。まず、学級の学習環境を整え、よりよい人間関係を

構築し、一人一人の児童の居場所をつくることで、「勉強が分かる」「友達がいる」そして
「学校が楽しい」と言えると考える。ユニバーサルデザインを取り入れた教室環境づくり、

学習活動の様子や学級集団の仲間意識が伝わる効果的な掲示等に心がけること、教育相談を

含めた児童理解の時間を大切にすることを継続していきたい。26年度より、ハイパーＱ－Ｕ
を実施し、結果を踏まえ、様々な手立てを施してきた。外部講師を招き、校内現職教育を行

うことにより、教職員が結果の分析の仕方を学び、児童の良好な人間関係づくりのために個
別に支援してきた。さらに、ハイパーＱ－Ｕの結果を個別懇談会等を通して保護者と共有し、

家庭と連携して個々をより良い方向に導くよう取り組んでいく。
ウ 学習指導

ユニバーサルデザインを取り入れた児童にとって分かりやすい授業づくり、自己有用感を

高めることができる授業づくりを現職教育のめあてとして取り組んできた。外部講師を招き、
指導技術を高め、研究授業を通して互いに切磋琢磨するなかで、個々の教師が真剣に授業づ

くりに取り組んだりしたことは、「授業が分かりやすい」の項目で児童の評価が上昇してい
ることからも、理解を得ているように感じる。

30年度は、より具体的な目標や計画を立て、ＴＴ指導や個別指導などをさらに充実させて、
教職員の理解と協力のもと学習指導を進めていきたい。本年度同様、保護者に来校していた

だく機会を設け、児童の姿はもちろん、熱心に取り組む教職員の姿も見ていただく。

エ 生徒指導
・ 集団行動のきまりを崩すことなく、本校のよき伝統となるよう全職員共通理解のもとで

指導していく。合わせて、チャイム着席、あいさつの励行、師弟同行での清掃活動の実践
により、規律ある態度の育成を図っていきたい。

・ 思いやりの心を育てる異年齢交流の場として、歌声集会やペア学年集会は有効であると
考える。上級生を敬い下級生を思いやる集会活動を充実させていきたい。

・ 全教職員で全児童を育てるという意識のもと、報告・連絡・相談の徹底と全職員への情

報交流に努める。（学級・学年、通学班、委員会、クラブ等での情報）
・ ホームページや学校からのおたより（光っ子、保健だより、食育通信、ＰＴＡだよりな

ど）の内容を充実させ、学校の取組や児童の様子を分かりやすく地域に発信できるよう校
内体制を整える。

・ 防犯、交通安全指導では、保護者や地域の方の協力をいただき、スクールガードや見守
り隊の体制づくりを充実させたい。防災ボックスの設置に伴い、今年度も、学校周辺住民

とも連携した防災に関する行事を行った。特に、６年生児童による炊き出し訓練は、来年
度以降もぜひとも継続させたい。


